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研究成果の概要： 

 歯科医師臨床研修においては，多くの研修歯科医が大学病院等の大規模施設に集中し，必修化

当初より研修内容を充実させることが求められていた．そこで岡山大学病院では，多数の研修歯

科医に効果的かつ効率的に研修を行うためのツールとして，電子化ポートフォリオシステムを構

築した．本システムにより，多くの研修歯科医また指導歯科医に対して，研修歯科医個々の臨床

能力を把握させ，自発的，能動的に臨床能力を向上させることができた． 

 

交付額 

                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

2007 年度 1,900,000 0 1,900,000 

2008 年度 1,300,000 390,000 1,690,000 

年度  

年度  

年度  

総 計 3,200,000 390,000 3,590,000 

研究分野：歯科補綴学 

科研費の分科・細目：歯学・補綴系歯学 

キーワード：歯学臨床教育，電子化ポートフォリオ 

 
１．研究開始当初の背景 

 臨床の場では，日々の診療で何が重要であ

るかを認識し，自らの診療内容を反省し，そ

れから再び学んで，さらに向上する努力が必

要である．すなわち，臨床から学習者が“気

づき”がいかに得られるかが重要となる．昨

今，教育界で注目される“ポートフォリオ”

とは，A portforio is a collection of papers 

and other forms of evidence that learning 

has taken place ( Davis et al., 2001)と

説明されるが，このポートフォリオに含まれ

る重要な情報は，学習者自身による自己の学

習経験に対する批判的な「振り返り」である．

日々の学習過程において生じる様々な出来事

は，通常は単なるその場限りの「些細な出来

事」として見過ごされがちであるが，記録し

教育者の指摘で学習者自身の成長を促す要素

が必ず含まれているものである．しかしなが



ら，従来なされている紙ベースのポートフォ

リオは教育者にとっては負担が大きいという

問題がある．歯学臨床教育では，多くの学習

者（臨床実習学生や研修歯科医）を個別に臨

床教育するため，各学習者のポートフォリオ

について紙ベースで教育に応用するとあまり

にも教育者の労力が増大する．そのため，教

育効果はあるであろうと予測されるにもかか

わらず，実際に応用することには躊躇してし

まうのが現状である． 

 

２．研究の目的 

 本研究では，教育者の負担をさほど増大す

ることなく多人数の歯学臨床における学習者

に教育する方法としてコンピューター（PC）

の応用に着目し，PCベースのポートフォリオ

の構築とその運用による教育効果を評価する

ことにより，新規歯学臨床教育法の開発の可

能性を検討することを目的とする． 

 

３．研究の方法 

（１）PCベースのポートフォリオの構築 

医科においてはWebを用いたEPOCという

ASPベースの評価システムがある．ASPは，

従来クライアントPC側にインストールして

いたアプリケーションソフトを，ネットワ

ーク網に接続したサーバ側にインストール

して公開し，そこへ接続するクライアント

にサービスを提供するアプリケーションサ

ービスプロバイダー（Application Service 

Provider，ASP）の略である．この方法は，

集中管理されたアプリケーションサーバ内

のデータを更新することのみで，システム

全体をバージョンアップできるために，そ

の運用効率が高く，アプリケーションソフ

トを集団で同じ用途に使うには非常に有用

である． 

当面はセキュリティーの観点から院内ネ

ットワーク内での運用を目指す．岡山大学

医学部・歯学部附属病院 卒後研修センタ

ー歯科部門内にサーバを設け，院内の限定

されたPCとともにアプリケーションソフト

をインストールする．入力項目は研修開

始・研修月報・研修日報・その他の研修・

患者記録とし，研修歯科医は，それぞれに

対して目標・目標達成の方法・感想・課題

等を入力できるように設定する．このPCに

研修歯科医はその日経験したことについて

入力を行い，その後指導歯科医は，内容を

チェックしフィードバックを行う． 

システムを構築しながら暫時試験的に年度

途中より運用を開始する． 

 

（２）ポートフォリオの有効性の評価 

平成１９年度に構築したポートフォリオシ

ステムを実際に使用し有効性を確認する． 

歯科医師として，生涯研修を行うことは当

然のことであり，卒後臨床研修はそのため

の第一段階ととらえることができる．全て

の歯科医師には国民に対して知識，技能，

態度のすべてにおいて良質の歯科医療を提

供する言わばプロフェッショナリズムとし

ての責務がある．したがって，1年間の研修

期間における研修内容を総括的に評価する

ことは，さほど大きな意味を持たないかも

しれない．日々形成的評価を継続すること

が何にも増して効果を上げることは論を待

たないところである． 

①指導歯科医側の評価：卒後研修センター

歯科部門専任指導歯科医４名，ならびに各

専門診療科から併任として出ている指導歯

科医が，日々の診療室での指導後（研修歯

科医がポートフォリオを入力後）ポートフ

ォリオによるフィードバックを行う．数ヶ

月に一度，研修管理委員会において研修医

個人に対する評価をポートフォリオをもと

に行う．また，これとは別に研修歯科医に

対する概略評価ならびに経験ケース数など

の量的評価を行う．両者を比較検討しポー

トフォリオの有効性を確認する． 



②研修歯科医からの評価：アンケートによ

りポートフォリオの有効性を評価する．研

修歯科医側からのポートフォリオに対する

意見を聞く． 

 

（３）機能の追加 

平成１９年度に運用を開始するが，前述の

評価をもとに，さらなる機能の向上を目的

としてシステムのバージョンアップを行

う． 

 

４．研究成果 

（１）PCベースのポートフォリオの構築 

 PCベースの電子化ポートフォリオを構築し

た．研修歯科医は，研修開始・研修月報・研

修日報・その他の研修・学外研修・患者記録

の入力し，指導医はそれらに対するコメント

を返すようなシステムになっている．以下に，

電子化ポートフォリオからエクスポートした

データをまとめた結果を示す． 

①担当患者数（表 1） 

 

 研修歯科医が総合歯科で担当した患者者

総数は 713 人であった．15－19 人の担当患者

を有した研修歯科医が最も多く 16 人で，次

いで 10－14 人の担当患者を有した研修歯科

医 11 人，20－24 人の担当患者を有する研修

歯科医 10人であった．担当患者数の平均は，

17.0±4.9 人である．また，引継ぎ時に担当

していた患者の中で治療中の患者数は，5－9

人が最も多く 21 人で，次は 4人以下で 12 人

であった．治療中患者数の平均は 7.2±4.4

人であった．メインテナンス患者数も 5－9

人が最も多く 25 人で，次は 4人以下で 12 人

であった．メインテナンス患者数の平均は

6.0±2.8 人であった．また終診になった患者

数の平均は 1.9±1.7 人，治療が中断した患

者数の平均は 1.8±1.4 人であった． 

 

②分野別の全体に占める割合および処置項

目数（図 1） 

 

電子化ポートフォリオに入力された日報

の数は 19,061 で，それらから抽出した処置

項目の合計数は 23,028 項目であった．分野

別の割合と項目数は図 1に示すように，歯科

保存関連処置が 49.1%（11,316 項目）と最も

多く，次いで歯科補綴関連処置が 30.7%

（7,061 項目），口腔外科・歯科麻酔関連処置

が 6.7%（1,542 項目），小児歯科関連処置が

1.8%（407 項目），矯正歯科関連処置が 0.8%

（173 項目），専門性の高い顎関節関連処置が

2.5%（569 項目），インプラント関連処置が

2.2%（511 項目），その他が 6.3%（1,449 項目）

であった． 

 

③歯科保存関連処置および歯科補綴関連処

置の分析（表 2） 

 日常の歯科診療で最も遭遇することが多

いと思われる歯科保存関連処置および歯科

補綴関連処置について詳細に調べた結果を

表 2に示す．歯科保存関連処置では，保存修

復関連処置が 9.7%（2,239 項目），歯内療法



 

関連処置が 10.1%（2,335 項目），歯周治療関

連処置が 29.3%（6,742 項目）であった．一

方，歯科補綴関連処置では，クラウン・ブリ

ッジ関連処置が 17.9%（4,112 項目），有床義

歯関連処置が 12.8%（2,949 項目）であった． 

 

 

（２）ポートフォリオの有効性の評価 

 

①指導歯科医側の評価  

 コメント入力そのものをやや負担と感じ

ているようであるものの，概ね効果的な教

育ツールであると認識しているようであ

る． 

（３）機能の追加 

 平成１９年度のアンケート結果より，総

合歯科専任教員からのフィードバック以外

に各専門診療科で行った研修に対してもフ

ィードバックが欲しいと希望している研修

歯科医が多く存在した．従って，新たに病

院内に運用を拡大して，電子化ポートフォ

リオを利用できるように機能を追加した．

また，前年度のポートフォリオを自由に検

索し閲覧することによって，今年度の研修

歯科医が知識を有効利用できるようにナレ

ッジデータベース機能を追加した．その結

果，これまで以上に有効な電子化ポートフ

ォリオとなった． 

 

②研修歯科医からの評価 

 アンケートの結果を表３に示す．平均点

が 4点を超えた項目は，「ポートフォリオの

意義について理解できている」，「ポートフ

ォリオは日々の自分の行動や思考を振り返

ることに役立つ」，「ポートフォリオに対す

る指導医のフィードバックは役立つ」，「総

合歯科以外の指導医からのコメントも欲し

い」，「紙ベースのポートフォリオより PC ベ

ースのポートフォリオのほうが使いやすい

と思う」の 5項目であった．一方，「協力型

施設においてもポートフォリオの入力を行

えたら良いと思う」という質問に対しては，

2.8 と低い値を示した． 
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